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～地域に開かれた農業を目指す～
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朝日町で中部地区･⻄部地区合同の

朝日町農林振興課と農業委員会は、山形県農業会議の伴走支援を受け、令和３年12月23日（木）に「中部地区・
西部地区合同 農業の未来を考え楽しく夢を語る座談会」を開催しました。年末の開催でしたが、農業委員・農地利
用最適化推進委員・地区組織代表者・関係機関・若手や女性農業者など４６名の参加がありました。
今回は７グループを設置。話し合いが進むごとに、各グループで和気あいあいと楽しく話し合う声が会場に響い
ていました。最終的には、合計で２１の素晴らしいアイデアの種が出されました！

〜参加者全員が発⾔できる・明るく前向きな座談会です〜
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山形県農業会議では、「やまがた地域の農地を活かし、担い手を応援する活動～れいわネクストアク
ション～」で、農業ファシリテーターの養成等、農業委員会の活動を伴走支援しています！

詳しくは山形県農業会議HPをご覧下さい http://www.yca.or.jp/
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やまがたの人・農地プラン「実質化」そして「実行」へ・・・

～農業ファシリテーターとは「地域に開かれた農業の推進を担う人」のこと～

農業の課題は農業者だけでの解決は難しく、また、地域の課題も地域だけでは解決が難しくなってきてい
ます。農業者と地域住民が一緒になって、夢を語り合い、課題解決に取り組んでいくために、ファシリテー
ターの対話のスキルだけでなく、地域づくりのスキルも学んだ人のことを「農業ファシリテーター」といいま
す。山形県では、現在17名が、農業ファシリテーターの資格を取得しています。

どのアイデアに投票しようかな？全員で投票！ 最後はじゃんけん大会☆

グループ全員でまとめたアイデアの発表を行いました

まずは、個人でふせんにアイデアを出して、
その後グループでアイデアを3つに絞ります
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《今回出された夢のアイデアの種》

朝日町では、これらの話し合いで出されたたくさんのアイデアの種を元に、意見を整理しまとめていきます。

○ 必殺仕事人（昔の白川軍団の復活）の結成 ～農作業請負人 ～
○ りんご温泉に宿泊施設（農泊）キャンプ場（フルーピング）を作り非農家との交流でにぎわいを！！
○ みつリンゴのブランド化で儲かる農業（こうとく、はるか、雪リンゴ、サンふじ） などなど☆☆☆
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初めてこのような形式の座談会に参加し
たが、楽しく話し合いができた。他の人の
意見も聞けていい機会だった。投票用紙
は写真に撮ったので、帰ったらじっくり見
返したい。アイデアの中には、自分でも出
来そうなものもあるので、チャレンジした
い。（参加者 チェ・ジョンパルさん）

みんなで意見を出し合いながら話し合
いができた素晴らしい座談会だった。
アイデアの実現に向けて、町には、ぜひ
頑張って欲しい。（渡邉職務代理者・朝
日町農業委員会）
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